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新
年
と
神
の
聖
母
の
記
念 

 
 
 
 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

助
任
司
祭
マ
ー
テ
ィ
ン
神
父 

 

今
日
新
し
い
日
、
新
し
い
月
か
ら
新
し
い
年

に
入
っ
て
、
新
し
い
命
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
を
神
に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。
全
教
会
は
今

日
、
全
世
界
の
上
に
、
２
０
１
４
年
中
に
神
の

豊
か
な
恵
み
と
平
和
が
あ
る
よ
う
に
、
神
の
母

聖
マ
リ
ア
の
記
念
、
新
し
い
月
、
新
し
い
年
と

全
世
界
の
平
和
の
日
の
記
念
に
行
わ
れ
て
い
る

祈
り
を
祝
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
年
も
皆
さ
ん

の
上
に
良
い
こ
と
と
神
の
平
和
が
あ
り
ま
す
よ

う
に
。 

い
つ
の
間
に
か
、
不
安
や
不
便
、
大
変
な
忙
し

い
２
０
１
３
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
色
々
な
準
備

も
終
わ
っ
て
新
年
に
入
っ
て
来
て
神
に
感
謝
。

２
０
１
３
年
中
の
生
活
な
ど
を
思
い
出
す
と

色
々
な
体
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
確
か
に
思
っ
た
よ
う
に
あ
っ
た
こ
と
が
あ

る
し
、
思
っ
た
よ
う
に
起
こ
っ
た
体
験
を
し
た

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
全
部
考
え
る

と
、
ま
だ
生
き
て
い
る
こ
と
を
神
に
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
気
持
ち
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
と

思
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
は
、
私
に
と
っ
て
大

き
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
年
で
し
た
。
で
も
、
今

年
は
必
ず
い
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
起
こ
る
は
ず

で
す
。
そ
う
い
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
よ
！  

 

私
の
心
情
は
、
普
段
は
、
こ
の
喜
び
の
季

節
の
後
、
色
々
な
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。
例

え
ば
時
々
す
べ
て
の
人
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
記

念
の
準
備
の
た
め
に
か
か
っ
た
お
金
の
こ
と

を
考
え
、
新
年
も
ど
う
な
ろ
う
か
、
と
家 

（
２
ペ
ー
ジ
に
続
く
） 

2013.12.15 納骨堂竣工式 

 

平日のミサ時刻： 

月曜日・水曜日・木曜日・土曜日 午前７時 

第3土曜日 午前10時30分 子供のミサ（マリア館） 

火曜日 午後７時 

金曜日 午前１０時    初金曜日 午後7時 

聖体礼拝： 土曜日 午後５時30分 

主日のミサ時刻： 

土曜日 午後２時３０分 

日曜日 午前８時・９時３０分・午後６時 
Sunday Mass in English  9:30 am 

 (at the Maria Kan Hall) 

ベトナム語のミサ 第４日曜日 午後３時３０分   

NO.５９８ １月号 
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（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
） 

庭
な
ど
の
関
係
の
こ
と
、
仕
事
の
関
係

な
ど
を
思
う
と
安
心
で
き
な
い
。
わ
た

し
た
ち
は
信
徒
と
し
て
、
こ
の
一
年
の

終
わ
り
ま
で
家
庭
の
中
、
日
々
の
生
活

で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
喜
び
、
平
和
と

希
望
の
信
仰
が
あ
る
よ
う
に
教
会
に

よ
っ
て
色
々
な
模
範
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
特
に
、
日
々
の
考
え
と
使
う
言
葉

な
ど
は
今
日
の
朗
読
に
書
い
て
あ
り
ま

す
。
「
主
が
あ
な
た
が
た
を
祝
福
し
、

あ
な
た
が
た
を
守
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

主
が
御
顔
を
向
け
て
あ
な
た
を
照
ら

し
、
あ
な
た
に
恵
み
を
与
え
ら
れ
ま
す

よ
う
に
。
主
が
御
顔
を
あ
な
た
が
た
に

向
け
て
あ
な
た
が
た
に
平
安
を
賜
る
よ

う
に
。
「
民
数
記
６
・
23

、
26

」
こ
の

朗
読
か
ら
今
年
中
周
り
の
人
、
隣
人
の

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
良
く
考
え
、
良
い

考
え
を
持
つ
こ
と
に
役
に
立
つ
言
葉
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま

り
良
い
考
え
か
ら
口
を
開
き
、
話
す
言

葉
か
ら
良
い
こ
と
へ
の
影
響
が
必
要
で

す
の
で
、
神
は
こ
う
い
う
こ
と
を
告
げ

知
ら
せ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

神
の
聖
母
マ
リ
ア
の
模
範
に
今
日
一

日
、
今
月
中
、
今
年
中
の
生
活
で
役
に

立
つ
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
も
今
日
の
福
音

に
書
い
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
「
し
か

し
、
マ
リ
ア
は
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
す

べ
て
心
に
納
め
て
、
思
い
巡
ら
し
て
い

た
」(

ル
カ
２
・
19)

そ
れ
は
私
た
ち
に

も
神
の
言
葉
の
反
省
と
黙
想
の
模
範
的

な
学
ぶ
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

マ
リ
ア
の
よ
う
に
一
年
中
神
の
言
葉
を

信
仰
に
よ
っ
て
心
に
留
め
、
礼
拝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
最
後
に
、

羊
飼
い
の
よ
う
に
神
の
言
葉
を
世
に
告

げ
知
ら
せ
る
よ
う
に
私
た
ち
の
上
に
神

の
豊
か
な
恵
み
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

い
い
年
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
。 

２
０
１
４
年
１
月
５
日 

司
祭
団
よ
り 

 

ア
ン
ト
ニ
ー
師
は
現
在
休
暇
中 

報
告
事
項 

竣
工
式
な
ど
納
骨
堂
に
関
す
る
動
き 

 
竣
工
式
が
12

月
15

日
（
日
）
に
行

わ
れ
、
１
５
０
人
程
集
ま
っ
た
。 

 

竣
工
式
後
、
１
週
間
程
度
見
学
を

行
い
、
８
名
が
申
し
込
み
を
希
望
さ

れ
た
。 

 

納
骨
堂
の
お
手
伝
い
は
、
現
在
１

名
の
み
。 

ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
、

年
末
年
始
の
典
礼 
 

参
列
者 

24
日
16
時(

２
９
０
人) 

20
時(

５
５
０
人)

24
時(

１
０
０
人) 

25
日
７
時(

30
人)

10
時(

１
５
０
人) 

19
時
（
80
人
） 

 

駐
車
場
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
が

24
日
16

時
の
ミ
サ
が
意
外
と
多
か
っ

た
の
で
、
来
年
要
検
討
。 

 

パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
食
品
提
供
者
が

多
数
お
り
、
残
り
物
も
な
く
大
盛
況

で
あ
っ
た
。 

司
教
様
を
囲
む
新
年
の
集
い 

 

１
月
26
日
14

時
～
16

時
30

分
、
布

池
教
会
に
て
開
催
予
定
。
終
了
後
、

懇
親
会
を
予
定
。 

 

南
山
教
会
か
ら
の
出
席
者
は
今
後

検
討
。 

オ
ル
ガ
ン
管
理
委
員
会
第
一
回
会
合 

 

１
月
26
日
11
時
開
催
予
定 

 

３
業
者
か
ら
と
っ
た
見
積
も
り
の

内
容
検
討
と
規
約
の
確
認
を
行
う
予

定
。 

 

委
員
長
：
水
谷
さ
ん
、
委
員
：
吉

田
さ
ん(

大
森
さ
ん)

に
決
め
て
い
く
。 

聖
堂
側
駐
車
場
の
前
向
き
駐
車
徹
底 

 

バ
ッ
ク
で
駐
車
し
た
場
合
、
排
気

ガ
ス
が
お
御
堂
に
か
か
り
お
御
堂
の

壁
が
汚
れ
る
。 

 

掲
示
物
を
用
意
す
る
予
定
。 

ヨ
セ
フ
会
の
ミ
サ
案
内
係
の
変
更 

 

担
当
の
少
な
い
班
に
、
潤
沢
な
班

か
ら
移
動
す
る
。
２
０
１
４
年
３
月

ま
で
実
施
。 

審
議
事
項 

司
教
様
年
頭
書
簡
に
基
づ
く
南
山
教

会
と
し
て
の
取
り
組
み 

 

１
月
11
日(

土)

の
お
知
ら
せ
か
ら

取
り
組
み
の
具
体
案
募
集
の
お
知
ら

せ
を
し
、
１
月
い
っ
ぱ
い
募
集
。 

 
２
月
運
営
委
員
会
（
２
月
２
日
）

に
決
定
し
、
２
月
８
日(

土)

の
お
知

ら
せ
か
ら
周
知
。 

次
年
度
委
員
の
確
認 

 

運
営
委
員
長
が
交
代
す
る
た
め
、

３
月
の
運
営i

委
員
会
に
て
現
委
員
の

中
か
ら
人
選
す
る
。 

 

各
団
体
も
、
交
代
が
あ
る
団
体
は

準
備
、
引
継
ぎ
等
を
進
め
る
。 

東
日
本
大
震
災
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風

被
害
支
援
に
小
教
区
で
で
き
る
こ
と 

 

青
年
会
は
、
横
浜
教
区
制
作
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
等
を
販
売
す
る
。 

 

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
を
通
じ
て
カ

リ
タ
ス
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
送
金
す
る
。 

 

南
山
教
会
と
し
て
は
、
主
日
の
ミ

サ
ご
と
に
、
お
御
堂
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

台
風
被
害
支
援
献
金
箱
を
設
置
。 

 

事
務
所
の
献
金
箱
も
フ
ィ
リ
ピ
ン

兼
用
と
す
る
。 

 

お
知
ら
せ
に
カ
リ
タ
ス
の
口
座
を

記
載
す
る
。 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
デ
ー
を
開
催
す
る
。 

来
年
度
各
会
予
算
案
の
確
認 

 

収
入
合
計
：
約
４
千
万
円
、
支
出

合
計
：
約
３
千
５
百
万
円
、
消
費
収

支
差
額
：
約
５
百
万
円
。
別
紙
参
照 

 

管
区
に
提
出
す
る
た
め
、
財
務
委

員
長
よ
り
予
算
案
に
つ
い
て
の
説
明

が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

各
会
報
告 

ラ
ザ
ロ
村
友
の
会 

 

聖
ラ
ザ
ロ
村
へ
の
献
金
は
停
止
と

な
っ
た
。 

オ
ル
ガ
ン
管
理
委
員
会 

 

昨
年
12
月
14

日
に
第
３
回
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
の
会
を
開
催
。 

 

オ
ル
ガ
ン
管
理
委
員
会
委
員
長
に

水
谷
さ
ん
、
委
員
に
吉
田
さ
ん
（
大

 

第
９
回
運
営
委
員
会 
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森
さ
ん
）
を
選
出
。 

 

１
月
26
日
に
第
１
回
オ
ル
ガ
ン
管

理
委
員
会
を
11
時
か
ら
開
催
予
定
。

議
題
と
し
て
は
、
①
オ
ル
ガ
ン
修
復

３
業
者
の
見
積
も
り
提
示
、
検
討
。

②
南
山
教
会
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
使
用

規
定
（
案
）
を
予
定
。 

中
高
生
会 

 

２
月
９
日
（
日
）
９
時
30

分
の
ミ

サ
後
、
中
高
生
保
護
者
会
主
催
で
、

Sr.

大
窪(

聖
カ
ピ
タ
ニ
オ
高
校
教
論)

の
講
演
会
を
開
催
。
中
高
生
会
も
一

緒
に
お
話
を
聞
く
予
定
。 

教
会
学
校 

 

12

月
8

日
聖
霊
病
院
ク
リ
ス
マ
ス

訪
問
、
12

月
15

日
ク
リ
ス
マ
ス
劇
、

12

月
24

日
聖
夜
ミ
サ
で
天
使
の
奉
仕

（
女
子
）
を
行
っ
た
。 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

 

１
月
12

日
（
日
）
午
前
10

時
か
ら

南
山
教
会
中
庭
に
て
新
春
も
ち
つ
き

大
会
。 

１
月
24

日
（
金
）
～
26

日
（
日
）

朴
の
木
平
ス
キ
ー
場
に
て
ス
キ
ー
訓

練
、
約
30
名
参
加
予
定
。 

青
年
会 

 

12

月
24

日
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ
後
の

パ
ー
テ
ィ
ー
用
に
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を

作
っ
た
。 

１
月
12
日
・
26
日 

13

時
～
青
年

会
を
開
く
予
定
。 

次
回
２
月
２
日 

  

   

 

 

         

    

講演会のご案内 
 

 日 時： ２月９日(日) １０時４５分～お昼まで 

 場 所： 南山教会 マリア館２階ホール 

講 師： 大窪順子シスター(聖カピタニオ女子高等学校) 

テーマ： 「どんな人になりたいですか？」 
 

中学生・高校生の皆さんやお子様をお持ちの保護者の皆さま 

   おひとりでも多くのご参加をお待ちしております。                                  

中高生保護会主催 

新春餅つき大会                 
 

日 時 ２０１４年１月１２日（日）午前１０時 

場 所 南山教会  中 庭   

餡ころ餅 キナ粉餅 雑煮など 

食べ放題 どなたでも参加できます 

餅つきの実演も参加して下さい 

                           主催  ボーイスカウト名古屋９７団 

教会学校 
 

クリスマス劇 



 

4 

主
任
司
祭
B
・
ノ
ヴ
ァ
ク
神
父 

 

２
０
１
３
年
12

月
15

日
に
、
多
く

の
人
の
協
力
の
お
か
げ
で
完
成
さ
れ

た
南
山
教
会
の
納
骨
堂
の
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
納
骨
堂
は
、
死
を

迎
え
る
人
の
保
護
者
で
あ
る
聖
ヨ
セ

フ
の
名
を
借
り
て
、
「
ヨ
セ
フ
館
」

と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
も
、
親
し

い
人
の
死
は
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、

「
わ
た
し
は
、
復
活
で
あ
り
、
い
の
ち

で
あ
る
。
わ
た
し
を
信
じ
る
者
は
た
と

え
死
ん
で
も
生

き

る
」
と

い

う

主

イ

エ

ス
・
キ

リ

ス

ト
の
約
束
に

お
い
て
慰
め

と
希
望
を
見

出

し

ま

す
。

ヨ
セ
フ
館
に

は
、
私

た

ち

の
復
活
の
希

望
を
表
す
い

く
つ
か
の
芸

術
作
品
が
あ

り
ま
す
。 

ま

ず
、
納

骨

堂
前
に
献
花

台
を
飾
る
ピ

エ
タ
、
つ
ま

り
、
十
字
架

か
ら
降
ろ
さ

れ
た
キ
リ
ス

ト
を
抱
く
聖

母
マ
リ
ア
像

が

あ

り

ま

す
。
聖
母
マ

リ
ア
は
、
自

分
の
息
子
で

あ
り
、
神
に
よ
っ
て
遣
わ
さ
れ
た
メ

シ
ア
で
あ
る
と
信
じ
た
イ
エ
ス
の
死

を
見
て
、
そ
れ
か
ら
、
イ
エ
ス
の
ご

遺
体
を
受
け
止
め
た
時
に
、
人
間
的

に
考
え
れ
ば
、
イ
エ
ス
か
ら
も
う
何

も
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
た
わ
け
で
す
が
、
イ
エ
ス
を

疑
っ
た
り
、
絶
望
に
落
ち
た
り
し
た

の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ

る
か
と
い
う
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
て
も
、
希
望
を
抱
い

て
、
信
仰
も
持
ち
続
け
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
ピ
エ
タ
は
、
人
間
の
能

力
と
想
像
力
を
超
え
る
希
望
の
象
徴

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
ヨ
セ
フ

館
の
前
の
ピ
エ
タ
は
、
イ
ル
サ
・
フ

オ
ン
・
ラ
イ
ス
ナ
ー
さ
ん
の
作
品
で

す
。 

 

納
骨
堂
の
玄
関
ホ
ー
ル
の
奥
に
「
夜

明
け
の
太
陽
」
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
あ
り
ま

す
。
青
木
あ
づ
さ
さ
ん
の
作
品
で
あ

る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
、
洗
礼
者
ヨ

ハ
ネ
の
父
ザ
カ
リ
ア
に
よ
る
メ
シ
ア

に
つ
い
て
の
預
言
の
言
葉
に
基
づ
い

て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
ザ
カ
リ
ア
は

次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。
「
神
の

深
い
あ
わ
れ
み
に
よ
り
、
夜
明
け
の

太
陽
は
わ
た
し
た
ち
に
臨
み
、
や
み

と
死
の
陰
に
あ
る
人
を
照
ら
し
、
わ

た

し

た

ち

の

歩

み

を

平

和

に

導

く
。
」
（
ル
カ
１
・
78-

79
） 

復
活
さ
れ
た
イ
エ
ス
を
囲
む
夜
明

け
の
太
陽
の
色
で
あ
る
黄
、
オ
レ
ン

ジ
、
赤
の
輪
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
こ
そ
が
、
預
言
の
「
夜
明
け
の
太

陽
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て

い
ま
す
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、

ご
自
分
の
復
活
に
よ
っ
て
、
「
闇
」

と
「
死
の

影
」
を
照
ら
し
て
く

だ

さ
っ
た
、
す
な
わ
ち
、
罪
と
死
の
支

配
下
に
生
き
、
欲
望
や
恐
れ
や
絶
望

感
に
満
た
さ
れ
て
い
る
人
間
に
復
活

と
永
遠
の
命
の
希
望
を
与
え
て
く
だ

さ

っ

た

の

で

す
。
こ

の
「
闇
」
と

「
死
の
影
」
は
、
イ
エ
ス
の
後
ろ
の

夜
空
、
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
と
お
墓
が
表

し
て
い
ま
す
。
イ
エ
ス
の
足
元
の
地

球
は
、
緑
と
青
、
ま
た
夜
明
け
の
太

陽
の
色
に
染
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
「
夜
明
け
の
太
陽
」
に
よ
っ

て
生
か
さ
れ
て
、
真
の
平
和
、
す
な

わ
ち
永
遠
に
続
く
父
で
あ
る
神
と
の

愛
の
交
わ
り
に
導
か
れ
て
い
る
人
々

の
象
徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。
横
の
雲

と
イ
エ
ス
の
後
ろ
に
あ
る
十
字
架

は
、
イ
エ
ス
が
復
活
に
よ
っ
て
私
た

ち
に
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
希
望
を
時

に
曇
ら
せ
る
日
常
の
悩
み
や
他
の
苦

痛
の
象
徴
で
す
。 

 

納
骨
室
の
祭
壇
の
上
に
小
澤
順
一
さ

ん
の
作
品
「
復
活
の
十
字
架
」
が
か

け
て
あ
り
ま
す
。
枯
れ
た
木
の
イ

メ
ー
ジ
の
十
字
架
は
、
罪
と
そ
の
結

果
で
あ
る
死
を
表
し
て
い
ま
す
。
十

字
架
の
裂
け
目
の
中
に
見
ら
れ
る
緑

色
の
ぶ
ど
う
は
、
キ
リ
ス
ト
の
死
が

も
た
ら
し
た
命
を
表
現
し
て
い
ま

す
。
十
字
架
の
も
と
に
生
え
て
い
る

ヨ
セ
フ
館
・
南
山
教
会
の
納
骨
堂 
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  教会学校・聖霊病院訪問 

 麦
は
、
「
一
粒
の
麦
の
死
」
が
も
た

ら
し
た
実
り
を
表
し
て
い
ま
す
。
中

央
の
光
は
、
罪
と
死
に
対
す
る
キ
リ

ス
ト
の
勝
利
と
そ
の
栄
光
を
表
明
し

て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
ヨ
セ
フ
館

で
、
親
し
い
人
を
納
骨
し
た
り
、
死

者

の

た

め

に

祈
っ
た
り
す
る

こ

と

に

よ

っ

て
、
亡
く
な
ら

れ
た
方
を
助
け

る
と
同
時
に
、

私
た
ち
の
復
活

の
信
仰
が
深
ま

り
、
私
た
ち
の

復

活

の

希

望

は
、
キ
リ
ス
ト

の
う
ち
に
ま
す

ま
す
強
く
輝
き

ま
す
よ
う
に
、

お
祈
り
い
た
し

ま
す
。 

      

1384キリストは、エウカリスチアの秘跡でわた

したちがご自分をいただくよう強く促しておられます。「はっきりいっておく。人

の子の肉を食べ、その血を飲まなければ、あなたたちのうちにいのちはない」（ヨ

ハネ6,53)。 

1385キリストの招きにこたえるために、この重要で聖なる時に備えなければなりませ

ん。聖パウロは良心の糾明を勧めます。「ふさわしくないままで主のパンを食べた

り、その杯を飲んだりする者は、主のからだと血に対して罪を犯すことになりま

す。だれでも、自分をよく確かめた上で、そのパンを食べ、その杯から飲むべきで

す。主のからだのことをわきまえずに飲み食いする者は、自分自身に対する裁きを

飲み食いしているのです」(一コリント11,27‐29)。大罪を犯したことを意識してい

る人は、聖体拝領の前にゆるしの秘跡を受けなければなりません。 

カトリック教会のカテキズムより 

前向き駐車にご協力を！ 

 小聖堂から結婚式控室入り口までの駐車場は、排気ガス

で聖堂の壁が汚れますから、前向き駐車をしてください。 
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中
高
生
会 

Sr.
梅
村
祥
子 

  

ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
準
備
と
し

て
、
12

月
15

日
（
日
）
午
後
、
高
齢

者
の
施
設
「
さ
く
ら
い
ふ
池
場
」
を

訪
問
し
ま
し
た
。
何
人
集
ま
る
か
心

配
で
し
た
が
、
中
高
生
11

名
と
中
高

生
会
を
卒
業
し
た
ス
タ
ッ
フ
２
名
で

訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
主

の
降
誕
に
関
す
る
朗
読
と
歌
を
施
設

の
皆
さ
ん
に
聞
い
て
い
た
だ
き
、
ク

リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
渡
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
茶
話
会
が
あ
り
、
入
所
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
と
交
流
し
ま

し
た
。
朗
読
と
歌
な
ど
は
良
く
で
き

た
と
思
い
ま
す
し
、
カ
ー
ド
も
十
数

名
の
中
高
生
で
、
30

枚
近
く
用
意
で

き

ま
し
た
。
た

だ
、
交
流
の

ほ
う

は
、
少
し
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ち
ょ
う
ど
教
会
外
で
の
活
動
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
今

回
の
よ
う
に
施
設
の
高
齢
の
方
々
と

貴
重
な
時
間
を
共
に
過
ご
せ
た
こ

と
、
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
交
流

し
た
ら
よ
い
か
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。
こ
の

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
新
内
飛

鳥
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。 

 

12

月
21

日
（
土
）
と
22

日
（
日
）

は
、
堅
信
受
式
者
の
一
泊
黙
想
会
を

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
山
田
恵
美
子

さ
ん
を
お
招
き
し
、
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー

ス
デ
イ
の
体
験
談
を
聞
き
ま
し
た
。

教
会
学
校
の
先
生
で
良
く
馴
染
ん
で

い
る
恵
美
子
さ
ん
の
体
験
談
を
み
ん

な
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。
幼

児
洗
礼
の
中
高
生
た
ち
に
は
、
恵
美

子
さ
ん
の
「
本
当
に
神
様
っ
て
い
る

と
思
う
」
と
い
う
質
問
や
中
高
生
時

代
の
話
な
ど
は
、
今
自
分
に
身
近
に

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
と
重
な
り
あ
っ

て
、
改
め
て
教
会
や
信
仰
に
つ
い
て

考
え
る
時
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
、
例
年
の
よ

う
に
八
事
聖
霊
修
道
院
を
訪
問
し
、

15

日
に
し
た
主
の
降
誕
の
朗
読
、
歌

の
他
ハ
ン
ド
ベ
ル
も
し
ま
し
た
。
以

下
は
堅
信
の
黙
想
会
参
加
者
の
感
想

で
す
。 

・
恵
美
子
さ
ん
の
話
に
つ
い
て
。
言
語

が
違
い
、
話
す
こ
と
が
で
き
な
く
て

も
、
仲
良
く
で
き
、
一
つ
の
こ
と
を

信
じ
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
外
国
に

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
恵
美
子

さ
ん
が
足
を
折
っ
た
と
き
、
外
国
の

人
に
助
け
ら
れ
た
話
を
聞
い
て
、
よ

く
聞
く
「
隣
人
」
と
は
こ
ん
な
ん
だ

と
思
っ
た
。 

・
聖
体
礼
拝
に
つ
い
て
。
特
別
に
祈
り

が
で
き
た
。
神
様
と
い
つ
も
話
し
て

い
る
内
容
と
違
う
こ
と
を
話
せ
た
。

イ
エ
ス
様
に
向
き
合
い
、
自
分
の
心

を
落
ち
着
か
せ
、
心
が
少
し
変
わ
っ

た
。
深
く
祈
る
こ
と
で
自
分
と
向
き

合
え
た
。
キ
リ
ス
ト
の
体
が
大
切
だ

と
知
っ
て
い
た
が
、
す
ご
い
厳
重
に

保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。 

・
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
練
習
。
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
ふ

ざ
け
た
時
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
通
し

た
と
き
は
、
全
員
真
面
目
で
良
い
雰

囲
気
だ
っ
た
。
知
ら
な
い
仲
間
と
協

力
し
あ
え
た
！ 

・
い
ろ
い
ろ
な
企
画
も
そ
う
だ
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
一
番
な
の
は
、
こ
の
黙
想

会
に
参
加
し
て
み
ん
な
の
絆
が
深

ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
！ 

・
真
剣
な
時
は
真
剣
に
、
楽
し
む
こ
と

は
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
す
べ
て
が

良
い
思
い
出
だ
と
思
っ
た
。 

中
高
生
会
「
高
齢
者
施
設
訪
問
」
と 

 
 

「
堅
信
一
泊
黙
想
会
」 
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成人式 2014年1月1日 
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銀
杏
の
薄
皮
剥
げ
ば
翡
翠
色 

紀 

子 

明
け
の
空
七
色
に
映
え
秋
惜
し
む 

瑞 

子 

大
学
の
校
舎
の
ぼ
り
し
蔦
紅
葉 

と
く
子 

冬
麗
ら
パ
ウ
ロ
の
手
紙
愛
に
満
ち 

義 
子 

早
ミ
サ
へ
急
ぐ
坂
道
石
蕗
の
花 

聖 

子 

小
春
日
の
哲
学
者
と
も
猫
の
面 

豊 

子 

病
室
の
冬
空
こ
と
の
ほ
か
碧
し 

牧 

子 

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
災
禍
の
祈
り
待
降
節 

せ
つ
子 

秋
麗
ら
ザ
ビ
エ
ル
堂
の
神
秘
さ
に 

美
智
子 

明
治
村
近
く
に
あ
り
て
冬
紅
葉 

真
喜
子 

 

毎
月
第
一
水
曜
日
午
後
一
時
半 

マ
リ
ア
館
二
階
集
会
室 

 
教会典礼歴 南山教会行事 各会活動 教区行事・その他 

１
月 

 1(水)神の母聖マリア 
世界平和祈願日 

 5(日)主の公現 
12(日)主の洗礼 

 1(水)10:00新年平和ミ
サ・成人式(日)  

管区に予算書提出 
12(日)子どものミサ 
  

5(日)運営委員会 
5(日)教会学校・中高生会始業式 

10(金)マリア会新年会 
12(日)典礼委員会 
12(日)ヨセフ会班長会 
18(土)10:30子ども部屋   
19(日)ヨセフ会新年会 
25(土)要約筆記付きミサ 
 

 1(水)世界平和の日 
16(木)司祭協議会 
16(木)司祭評議会 
18(土)～25(土)ｷﾘｽﾄ教

一致祈祷週間 
19(日)信徒協 司教を囲む

新年の集い」 
26(日)児童福祉の日

特別献金 

２
月 

 23(日)9:30 堅信式・日
英合同ミサ 

  

2(日)運営委員会 
 7(金)マリア会例会(懇談会) 

9(日)典礼委員会 
9(日)ヨセフ会班長会 

15(土)10:30子ども部屋 
22(土)要約筆記付きミサ 

 

 
南 

山 

句 

会 
  
 
 
 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
四
日 

信  者  の  消  息 

12月は2,324,374円の維持費が納められ

ました。ありがとうございました。 

教

会

維

持

費 

教会の維持・運営・宣教活動は、教会信者全員が

毎月納める維持費によってまかなわれますので、

よろしくお願いします。 

受 洗 

帰 天  ご冥福をお祈りいたします 

 おめでとうございます 

幼きｲｴｽのﾃﾚｼﾞｱ  森 明子 

ﾏﾘｱ･ﾏｸﾞﾀﾞﾚﾅ   金坂 米子 

ﾏﾘｱ･ﾏｸﾞﾀﾞﾚﾅ    寺沢 重子 (95歳) 

幼きｲｴｽﾞｽのﾃﾚｼﾞｱ 吉本 玲子 (78歳) 

ｱｳｸﾞｽﾁﾇｽ･ﾍﾟﾄﾛ  松井 松司 (84歳) 

ﾏﾘｱ       中野 ミエ子 (94歳) 

ﾏﾘｱ･ﾏｸﾞﾀﾞﾚﾅ   金坂 米子 (85歳) 

ｱﾝｼﾞｪﾗ･ﾒﾘﾁ    牛込 佐知子 (75歳) 転 出  いつまでもお元気で 

ﾖｾﾞﾌ･ﾌﾗﾝｼｽｶ  原 裕喜  (多摩教会) 

ﾏﾘｱ･ﾍﾞﾙﾅﾃﾞｯﾀ 原 幸世  (多摩教会) 

ｸﾗﾗ･ｸﾘｽﾃｨｰ  原 梨花  (多摩教会) 

ﾓﾆｶ      浅野 直子  (布池教会) 

ﾏﾘｱ･ｸﾗﾗ     浅野 めぐ美(布池教会) 

ﾏﾘｱ･ｾｼﾘｱ     浅野 ちえ美(布池教会) 

ｱｳｸﾞｽﾁﾇｽ     浅野 凌一 (布池教会) 


